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「情報化社会と交通」研究会

このたび、「情報化社会と交通」研究会報告書がとりまとめ

られることとなりました。

IT革命が進展する中で、現在、ITに関するさまざまな調査研究

が行われていますが、「ITと交通」という切り口で本格的な検討

を行なった研究は、他にあまりないのではないかと思います。

しかし、報告書の中でも述べていますように、交通と情報通信の

間には歴史的にも強い結びつきがあり、IT革命の下で、交通は、

これからも大きな変貌を遂げていくのではないかと考えられます。

そこで、今回、交通の情報化に関する各方面の有識者、実務家の

方々にお集まりいただき、このテーマについて、多角的に検討し、

その結果を報告書にした次第です。

交通は、私たちの日常生活に大きなかかわりを持っています。

したがって、交通がITの力によって改善できれば、私たちの生活

は、今よりもより快適で利便性が高く安心できるものになるはず

です。本報告書が、そうした改善を進める上で一助になれば、

幸いです。

東京大学名誉教授　石井　威望

（研究会座長）
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